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１．ま え が き 

 河川の堤防やダムなど社会資本の整備にともない装置される水門、樋門等の機械

設備は、長い年月にわたり信頼性とその機能を十分に発揮する必要があります。ま

た、近年社会情勢の変化や設備の増加等にともない機械設備の高度化が望まれてき

ました。このようなことから弊社では、より良い製品を社会に提供するため、従来

より御愛顧頂いております手動ラック式開閉機ネオラック（以下ネオラックと呼

ぶ）のモデルチェンジを行いました。 

２．特    徴 

ネオラックの特徴（ＣＰ型） 

☆豊富な機種

  ・８機種の容量の中から選定することが出来ます。 

                （単位 ＫＮ） 

能          力

１本吊 10 20 30 40

能          力

２本吊 20 30 40 55

☆高効率

・スパーギヤ，ベベルギヤの組合せで開閉速度もアップし、抜群の効率性を発

揮します。 

☆切替不要の簡単操作 

・開操作と閉操作の切替がないものはもちろん、自重降下操作の際にも切替は

全く不要です。 

☆簡単自重降下 

  ・ラック式ならではの扉体自重による降下が可能です。 

  ・自重降下操作は、レバーを押せば降下、戻すと停止のワンタッチ式です。 

  ・自重降下レバーは、自動復帰レバーですので締め忘れがありません。  
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☆開度計

  ・見やすい時計式の開度計です。 

☆安全に配慮

・ラック棒カバー（1.0ｍ）を標準装備して、異物の噛み込み，指先などの挟

み込みを防止しました。 

・手動ハンドル及び自重降下レバーには悪戯防止用の施錠金具を設けています。 

   ※ ネオラックは、下記の技術基準等により設計しています。 

       ・ダム・堰施設技術基準（案） 

       ・水門開閉装置技術基準（案） 

       ・水門鉄管技術基準 

       ・日本工業規格
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３ .構     成  

図 3-1．構  成  部  品
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４．使用上のご注意   ！ 注意 

設計の前には、必ず下記の注意事項をよく読んで下さい。 

※ 機種選定の際には、特に開閉能力，座屈長さ，最低自重降下荷重，２本吊形

吊芯間隔にご注意下さい。 

※ 潤滑は、ネオラックに十分な機能を発揮させる上で必要なメンテナンスです。 

 本資料内に示す適正な潤滑を行って下さい。 

※ 価格については、別途発行しております価格表をご覧下さい。 

 尚，本資料の内容は改良のため仕様変更されることがありますので、詳細設計

の際にはお問い合わせ下さい。 



－ 5 －

５．ネオラック仕様 

 ５－１．仕   様 

表5-1-1. ネオラック仕様

項 目 

機 種

開閉能力

kN

ピン歯車

PCD㎜

減速比 効 率 開閉速度

㎝/30rev

手動力 

N

ハンドル

半  径

㎝

自重降下

速  度

m/min

単

動

ＣＰ10Ｓ 10 80 1/17.25 0.780 43.7 99 30 4

ＣＰ20Ｓ 20 126 1/58.22 0.757 20.4 95 30 3

ＣＰ30Ｓ 30 144 1/95.70 0.757 14.2 99 30 3

ＣＰ40Ｓ 40 162 1/142.70 0.757 10.7 100 30 3

連

動

ＣＰ20Ｄ 20 80 1/35.52 0.757 21.2 99 30 3

ＣＰ30Ｄ 30 126 1/85.19 0.757 13.9 98 30 3

ＣＰ40Ｄ 40 126 1/112.60 0.757 10.5 99 30 3

ＣＰ55Ｄ 55 128 1/169.90 0.757 7.1 91 30 3

  注）1.自重降下速度は油温20℃にて開閉能力の75％荷重が下向きに作用したもの 

として計算した値です。実際には開閉荷重等により降下速度は変わります。 
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［計算式］ 

 （１）手動操作力 FH （ N） 

FH＝Ｗ・

 dp 

・ｉH・

  １  

・10
3
・

 １  

２      ηH      Ｒ  

        ここに、  Ｗ ： 開閉荷重   （KN）  

               dp ： ピン歯車 PCD（ m） 

               iH ： 手動減速比 

ηH ： 手動効率 

              Ｒ  ： ハンドル半径 （m） 

 （２）手動開閉速度 VH （㎝／30rev） 

     VH＝NH・iH・dp・π 

        ここに、NH：毎分操作回数 30回
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５－２．ネオラック吊芯間距離 

 ２本吊形の場合、最少吊芯間及び最大吊芯間距離は下表に示します。最大吊芯間

距離を越える場合は、連動軸の中間を軸受にて支持する必要があります。 

 この場合、軸受及び取付台はオプション品となります。 

表5-2-1.ネオラック吊芯間距離 

（単位 ㎜）  

機   種 最小吊芯間距離 最大吊芯間距離

ＣＰ20Ｄ ６５０ ３６００

ＣＰ30Ｄ ７５０ ３６００

ＣＰ40Ｄ ７５０ ３６００

ＣＰ55Ｄ ７５０ ３６００

注） 最大吊芯間距離は、連動軸の自重によるたわみに

より算出したものです。雪荷重等特殊な荷重が連

動軸にかかる場合は表内数値より異なります。
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５－３．自重降下質量 

自重降下可能な最低質量を下表に示します。 

扉体自重が最低質量を下回る場合は自重降下しないおそれがあるため、必要によっ

てはゲートにウェイトを付加する等の対策を行って下さい。 

表5-3-1.自重降下最低質量 

              （単位 ㎏） 

機  種 自重降下最低質量

ＣＰ10Ｓ １００

ＣＰ20Ｓ ２００

ＣＰ30Ｓ ３００

ＣＰ40Ｓ ４００

ＣＰ20Ｄ ２００

ＣＰ30Ｄ ３００

ＣＰ40Ｄ ４００

ＣＰ55Ｄ ５５０

注）1.自重降下最低質量は内外水位差がな

い場合を示します。
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６．ラ  ッ  ク  棒  

 ６－１．ラック棒限界座屈長さ 

ラック棒の限界座屈長さを下記に示します。

表6-1-1.ラック棒限界座屈長さ

項 目 

機 種

限界座屈長さ 

（㎝）

ＣＰ10Ｓ 252

ＣＰ20Ｓ 345

ＣＰ30Ｓ 412

ＣＰ40Ｓ 550

ＣＰ20Ｄ 252

ＣＰ30Ｄ 403

ＣＰ40Ｄ 351

ＣＰ55Ｄ 329

  注） 材質はSUS304時を示します。 
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［計算式］ 

ラック棒の座屈計算は、ダム・堰施設技術基準（案）に準じています。 

Ａ．設計条件 

 （1）ラック棒 両端支持条件 … 両端回転   係数：β=1.0 

 （2）座屈に対する安全率：Ｓf 

  ・  手動力100Nから算定した応力度に対し     ： 4.0 

  ・  最大手動力（過負荷防止装置の設定値） 

              から算定した応力度に対し： 1.1 

    （過負荷防止装置の設定値=手動力100Nから求めたトルクの200％） 

 （3）細長比 

   細長比（ ／r）は200以下とします。 

 （4）ラック棒の材質と機械的特性 

   材質は SUS304 とします。 

表6-1-2.ラック棒の材質及び機械的特性 

                         （単位N/cm2）  

材質 降伏点又は耐力（σy） ヤング係数（E）

SUS304 2.05×104 1.93×107

Ｂ.ラック棒の限界座屈長さ（部材長） 

 （1）計算の基準式 

    σｃ＝Ｗ/Ａ ≦ σca   ………………………………………………… ① 

     ここに、σc ： 圧縮応力度（N/cm2）  

          Ｗ ： 押下げ力（N） 

          Ａ ： 有効断面積（cm2）  

         Σca ：  使用材料の許容座屈応力度（N/cm2）
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   ただし、 

    σca＝σk／Ｓf   …………………………………………………… ② 

      ここに、σk： 限界座屈応力度（N/cm2）  

          Ｓf： 安全率 

    λο＝π・ E／0.6σy 

      ここに､ λο ： 境界細長比 

           Ｅ ： 弾性係数（N/cm2）  

           Σy ： 材料の降伏点または耐力（N/cm2）  

  i）λ＞λοの場合 

   オイラ－の式 

    σk＝π 2・E／λ2  …………………………………………………… ③ 

      ここに、 σｋ： 限界座屈応力度（N/cm2）  

           λ ： 細長比   λ＝ ／r＝β・L／r  …… ④ 

 ：  有効座屈長  ＝β・L（㎝） 

           β ： 材端条件  β＝1.0 

           Ｌ ： 部材長   （㎝） 

           ｒ ： 断面二次半径（㎝） 

 ii)λ≦λοの場合 

   ジョンソンの式 

    σk＝σｙ・［1-0.4・（λ/λο)
2 
］   ………………………… ⑤ 

 （2）限界座屈長さ（部材長）を求める式 

  i）λ＞λοの場合 

    式 ①，②，③，④ から、部材長Ｌを求めると 

Ｌ＝ π2・Ｅ・ｒ2

β 2・（Ｗ／Ａ）・Ｓf ………………………………… ⑥

  ii)λ≦λοの場合 

    式 ①，②，④，⑤ から、部材長Ｌを求めると 

Ｌ＝
 r・λο 

・
  σy－（Ｗ／Ａ）・Ｓf   

β 0.4・σy ………… ⑦

 各形式のニューコンに使用するラック棒の限界座屈長さは、上記⑥または、

⑦式で算出します。ただし、これらの式は細長比の制限が考慮されておらず、

細長比（ ／ｒ）＞200の場合は、細長比から求めるものとします。 
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Ｃ．ラック棒断面特性 

表6-1-3. ラック棒断面特性 

  項目

 形式  

ラック棒寸法（㎜） 断面二次 

モーメント

（cm
4
）

有 効 

断 面 積 

（cm2）

断面二次 

半 径 

（㎝）

適応機種

Ｈ Ｂ Ｄ １本吊 ２本吊

ＲＡ10 38 16 16 13.5 7.0 1.39 CP10S CP20D

ＲＡ20 65 12 22 52.8 10.3 2.26 CP20S
CP30D 

CP40D

ＲＡ30 75 16 26 107.8 15.7 2.62 CP30S

ＲＡ40 90 22 32 255.8 25.5 3.16 CP40S

Ｒ 40 65 16 25 69.1 12.8 2.32 CP55D

（1）断面二次モーメント Ｉ 

Ｉ＝

 ２・Ｂ・（Ｈ
3
－Ｄ

3
）  

12 

 （2）有効断面積 Ａ 

    Ａ=２・Ｂ・（Ｈ－Ｄ） 

 （3）断面二次半径 r 

ｒ＝   Ｉ

 Ａ 
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Ｄ．ネオラックの押下げ力：Ｗ 

 （1）手動時定格トルクの場合 

Ｗｓ＝ Ｆ・Ｒ・
 １ 

・ ηH ・
 ２ 

・
 １  

iH        dp   ｎ  

        ここに、Ｗｓ： 手動時定格圧縮荷重（N） 

            Ｆ  ： 定格手動力    100N 

            Ｒ  ： ハンドル半径   （㎝） 

            ｉ H ： 総減速比 

            η H ： 総合効率 

dp ： ピン歯車 p.c.d  （㎝） 

            ｎ  ： ラック棒本数 

 （2）手動時最大トルクの場合 

Ｗｓ’＝ Ｆｓ・Ｒ・
 １ 

・ ηH ・
 ２ 

・
 １  

iH        dp   ｎ  

        ここに、Ｗs’： 手動時最大圧縮荷重（N） 

            Ｆ s  ：  最大手動力（N） 

               ＝  過負荷防止装置の設定値 

            過負荷防止装置の設定値 ＝ 定格手動力F×200％
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６－２．ラック棒寸法 

   ピン配置は全ピッチを標準とします。 

図6-2-1. ラック棒形状 

表6-2-1. ラック棒寸法 

                              （単位 ㎜） 

  項目

 形式
Ｋ Ｌ Ｍ

Ｐ 

（ピッチ）
Ｊ Ｉ

適 応 機 種

１本吊 ２本吊

ＲＡ10 35 70

３×Ｐ

31.416 20 Φ18× 90 CP10S CP20D

ＲＡ20 35 70 43.982 26 Φ24×100 CP20S
CP30D 

CP40D

ＲＡ30 35 70

２×Ｐ

50.265 29 Φ27×115 CP30S

ＲＡ40 45 110 56.549 39 Φ37×150 CP40S

Ｒ  40 35 70 50.266 30 Φ27×115 CP55D

   材質 ： SUS304を標準とします。 

  注）１．ラックピンの材質はSUS304N2です。 

    ２．ラック棒全長が7ｍ（RA10は 6ｍ）を越える場合は2分割とします。 
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［計算式］ 

 （1）ラック棒全長 （参考） 

Ａ： 床板高 

Ｈ： 扉体高 

ｈ： 床板より開閉機スタンドまでの高さ 

    （フレーム等） 

Ｂ： ネオラックの基準高さ 

    （表6-2-2に示します。） 

（ラック棒全長）≧Ａ＋ｈ－Ｈ＋Ｂ 

表6-2-2.基準高さ及び余裕長さ 

              （単位 ㎜） 

機   種 ｈ Ｂ

ＣＰ10Ｓ

９００
ＣＰ20Ｓ

ＣＰ30Ｓ

ＣＰ40Ｓ

ＣＰ20Ｄ

１６０

７００
ＣＰ30Ｄ

ＣＰ40Ｄ
８００

ＣＰ55Ｄ
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７．質量・塗装面積 

 ７－１．ネオラック質量 

             表7-1-1. ネオラック質量         単位（㎏）

   項目 

 機種   

本  体

①

従  動

②

スタンド

③

ラック棒

カバー

連 動 軸 

（m当り）
連動フレーム

合  計 

①+②+③

ＣＰ10Ｓ 215 35 3 250

ＣＰ20Ｓ 325 45 3 370

ＣＰ30Ｓ 360 50 5 410

ＣＰ40Ｓ 400 50 6 450

ＣＰ20Ｄ 315 35 35×2 3×2 φ45（12）

59＋51×Ｂ

420

ＣＰ30Ｄ 375 45 35×2 3×2 φ45（12） 490

ＣＰ40Ｄ 415 95 45×2 5×2 φ45（12） 600

ＣＰ55Ｄ 425 95 45×2 5×2 φ45（12） 610

注）1.フレーム質量中のＢは吊間隔（m）とします。 

   〔計算例〕 

     連動フレーム質量（CP30D吊間隔２mの場合） 

      59＋51×2m＝161㎏ 

 ７－２．ラック棒質量 

表7-2-1.ラック棒質量 

                    （単位㎏/ｍ） 

開閉機型式
ラック棒形式 質  量

１本吊 ２本吊

ＣＰ10Ｓ ＣＰ20Ｄ ＲＡ１０ １１

ＣＰ20Ｓ
ＣＰ30Ｄ 

ＣＰ40Ｄ
ＲＡ２０ １５

ＣＰ30Ｓ ＲＡ３０ ２３

ＣＰ40Ｓ ＲＡ４０ ３８

ＣＰ55Ｄ Ｒ ４０ ２０



－ 17 －

７－３．塗 装 面 積 

             表7-3-1.ネオラック塗装面積     （単位 m2）

   項 目

 機 種   

本 体 

①

従 動 

②

スタンド 

③

連 動 軸 

（m当り）

ラック棒 

カバー
連動フレーム

合  計 

①+②+③

ＣＰ10Ｓ 1.49 0.50 （0.31） 1.99

ＣＰ20Ｓ 1.76 0.54 （0.52） 2.30

ＣＰ30Ｓ 1.89 0.55 （0.52） 2.44

ＣＰ40Ｓ 2.10 0.56 （0.63） 2.66

ＣＰ20Ｄ 1.48 0.47 2×0.57  0.14 （0.34×2）

1.34＋  

1.96×Ｂ

3.09

ＣＰ30Ｄ 1.76 0.51 2×0.50 0.14 （0.52×2） 3.27

ＣＰ40Ｄ 1.85 1.06 2×0.51 0.14 （0.52×2） 3.93

ＣＰ55Ｄ 1.85 1.06 2×0.51 0.14 （0.52×2） 3.93

                 （  ）内は酸洗い面積を示す 

注）１.フレーム塗装面積中のＢは吊間隔（ｍ）とします。 

    〔計算例〕 

      連動フレーム塗装面積（CP30D吊間隔２ｍの場合） 

      1.34＋ 1.96×2m＝5.26 m2
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 ８－１．ラック棒カバー 

ラック棒に手を挟まないよう開閉機に１ｍを標準装備しています。 

図8-1-1.ラック棒カバー 

           表8-1-1.ラック棒カバー寸法     （単位 ㎜）

  項 目 

 機 種  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

CP10S  75 2 120 10 100  95 10  75 12

CP20D  80 2 140 10 120 105 10  85 12

CP20S 

CP30S 

CP30D 

CP40D 

CP55D

125 2 180 10 160 140 10 120 12

CP40S 150 2 200 10 180 170 10 150 12

                   注） 1.材質はSUS304を標準とします。
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８－２．アンカボルト 

図8-2-1.アンカボルト 

表8-2-1.アンカボルト寸法          （単位 ㎜）

   項目

アンカーボルト    

Ｌ Ｓ Ｌ1

対 象 機 種

１本吊 ２本吊

M20×250 250 100  80

ＣＰ10Ｓ 

ＣＰ20Ｓ 

ＣＰ30Ｓ 

ＣＰ40Ｓ

ＣＰ20Ｄ  

ＣＰ30Ｄ  

ＣＰ40Ｄ  

ＣＰ55Ｄ

              注） 1.材質はSS400（メッキ）を標準とします。
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９．開 度 目 盛 

 ネオラック内蔵機械式開度計の目盛板は、広角度の時計形開度計用で表示はm、

右回り開を標準とします。 

 目盛数値は開閉機の種類に応じて標準品を用意しています。 

 標準品の値を越える揚程の場合は特殊品として、開度計用歯車の歯数を変えてフ

ルスケールの目盛板を新たに作成します。 

表9-1. ネオラック標準揚程 

機 種 CP10S CP20S CP30S CP40S CP20D CP30D CP40D CP55D

揚程(m) 1.5 2.0 2.5 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0

図9-1.ネオラック目盛板 
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１０．機   構 

 ネオラックはスパーギヤとベベルギヤの組合せで、開閉速度も速く抜群の効率性

を発揮します。 

図10-1.ネオラック機構 
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１１．操   作 

 操作には手動操作，自重降下操作の2通りの操作を行うことができます。 

 １１－１．手 動 操 作 

動力伝達経路

     ①⇒②⇒③⇒④⇒⑦⇒⑧⇒⑨

図11-1-1. 手動操作
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１１－２．自重降下操作 

 自重降下レバー操作により、扉体自重を利用して下降させることが出来ます。 

 遠心ブレーキにより、速度を一定に保ちながら降下します。 

 動力伝達経路は図に示す通りです。 

動力伝達経路

     ⑥⇒⑤⇒④⇒⑦⇒⑧⇒⑨

図11-2-1. 自重降下操作
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１２．保 護 装 置 

  １２－１．手動過負荷防止装置 

 手動過負荷防止装置は、ネオラックおよびゲート設備を保護するために、手動操

作によるトルク値が設定トルク値以上となった場合に空転し、動力伝達を停止させ

ます。 

１） 動力伝達 

テーパ穴にスプリング①の力で押し込まれたボール②によって、ハブボス③

と出力フランジ④は一体となって手動動力は伝達されます。 

２） 過負荷時 

設定値以上のトルクがかかると、スプリング①の力に対抗してボール②はテ

ーパ穴から押し出され、ハブボス③のフランジ面を転動します。そして、ボー

ル②が元のテーパ穴の位置にくると、スプリング①の力により自動的に復帰さ

れます。 

３） 設定トルク 

当社工場出荷時に、定格トルクに対して開，閉方向共200％にて設定します。  

機構上、開，閉の異なるトルク設定は出来ません。

図12-1-1. 手動過負荷防止装置
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１３．オプション 

 １３－１．ラック棒継手 

ラック棒継手は、ラック棒の先端に取付けて扉体とラック棒を連結させる継手です。

ラック棒継手の形式と対象ラック棒の関係および各寸法は表13-1-1に示します。

             表13-1-1.ラック棒継手寸法表     （単位 ㎜） 

項目 

形式 

A B C D E F G H I J K L 対象図 
対 象 

ラック棒

質量 

（㎏）

01TK1 230 37.5 87.5 70 35 75 155 24 48 20 38 28 Fig.① 
RA10 

1.9 

01TK2 230 37.5 87.5 70 35 75 155 24 48 20 28 38 Fig.② 2.1 

02TK1 240 42.5 92.5 70 35  85 155 36 63 26 53 35 Fig.① 
RA20 

3.2 

02TK2 240 42.5 92.5 70 35  85 155 36 63 26 35 55 Fig.② 3.9 

03TK1 260 50 100 70 40 100 160 43 72 29 60 45 Fig.① RA30 

R40 

5.0 

03TK2 260 50 100 70 40 100 160 43 72 29 45 60 Fig.② 5.6 

04TK1 350 60 120 110 60 120 230 49 80 39 70 55 Fig.① 
RA40 

9.3 

04TK2 350 60 120 110 60 120 230 49 80 39 55 70 Fig.② 10.2 

注） 1.材質はSUS304を標準とします。  

        Fig.①        Fig.②  

図13-1-1 ラック棒継手寸法図 
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１３－２．ラック棒吊ピン 

 ラック棒吊ピンは、ラック棒継手と扉体とを連結させるためのピンです。吊ピン

の形式と対象ラック棒、ラック棒継手の関係および各寸法は表13-2-1に示します。 

           表13-2-1 ラック棒吊ピン寸法表       （㎜） 

 項目 

 形式  
A B C D E F 対象図

対  象
質量 

（㎏）
ラック棒 継手 

01PK1 90 74  8 23 63 5

Fig.③ 

RA10 
01TK1 0.5

01PK2 100 84  8 23 73 5 01TK2 0.5

02PK1 107 87  10 35 69 8
RA20 

02TK1 1.0

02PK2 127 107  10 35 89 8 02TK2 1.2

03PK1 128 108  10 42 86 8
RA30 

R40 

03TK1 1.8

03PK2 143 123  10 42 101 8 03TK2 2.0

04PK1 146 126  10  48 102 8
RA40 

04TK1 2.8

04PK2 161 141  10  48 117 8 04TK2 3.0

注） 1. 材質はSUS304N2を標準とします。 

Fig.③  

図13-2-1 吊ピン寸法図 
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！  使用上のご注意 

ラック棒継手、吊ピンは開閉機の設置向きにより使い分けて下さい。 

表13-2-2 ラック棒継手の向き 

設置図 

ラック棒継手 01TK1～04TK1 01TK2～ 04TK2 

吊ピン 01PK1～04PK1 01PK2～04PK2 
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１３－３．鳥害防止板 

鳥害防止板は、ラック棒が上昇した時に、先端に鳥が止まらない様にするためのものです。 

ラックピンに挟んで取付けます。

図13-3-1.鳥害防止板 

表13-3-1.鳥害防止板寸法 

   項目

ラック棒形式  

Ａ Ｂ Ｃ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

RA10 

RA20 

R 40

50 185 127 55 30 23 60 28 6 2

RA30 

RA40
95 185 127 55 30 23 90 38 6 2

注）1. 材質はSUS304を標準とします。 

   2. 取付ボルト付（SUS304）です。
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１４．潤   滑 

  １４－１．推奨潤滑油とグリース 

 適正な潤滑は、ネオラックに十分な機能を発揮させる上で必要なメンテナンスです。 

 以下に示す潤滑を行って下さい。 

 ※ネオラックはオイルバス方式の潤滑となっています。 

表15-1-1.ネオラック用潤滑油 

メ ー カ 製 品 名

昭和シェル石油 シェルテラスＳ2Ｍ32

J X 日 鉱 日 石 
エ ネ ル ギ ー 

スーパーハイランド32

出 光 興 産 ダフニースーパーハイドロ32Ａ

モ ー ビ ル 石 油 モービルＤＴＥ24

コ ス モ 石 油 コスモハイドロＡＷ32 

注）１．出庫時にはシェルテラスS2M32を標準として充填しています。 

表15-1-2. ラック棒用グリース 

メ ー カ 製 品 名

昭和シェル石油 アルバニアＥＰグリース１

モ ー ビ ル 石 油 エピノックＡＰ(Ｎ)１

出 光 興 産 ダフニーエポネックスグリースＳＲ１

モ ー ビ ル 石 油 モービラックスＥＰ１

コ ス モ 石 油 ダイナマックスＥＰ１ 

注）１．その他メーカに関しては表内の相当品を使用して下さい。 

！  使用上のご注意 

１.表内に示す潤滑油の使用条件は、周囲温度0～40℃です。 

２.グリースはラックピンに塗布して下さい。異音発生の原因にもなりま 

すので必ずグリースを塗布して下さい。
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１４－２．油   量 

 ネオラックの油量を下表に示します。 

           表15-2-1.油量     （単位  ）

機  種 油  量 機  種 油  量

ＣＰ１０Ｓ   ４．５ ＣＰ２０Ｄ   ５．０

ＣＰ２０Ｓ １２．３ ＣＰ３０Ｄ １９．４

ＣＰ３０Ｓ １２．８ ＣＰ４０Ｄ ２６．０

ＣＰ４０Ｓ １３．０ ＣＰ５５Ｄ ２６．０
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オイルレス歯車を使用した新しい開閉機のご提案です

MINI RACK
小型ラック式開閉機『ミニラック』

  ミニラックの特徴

■オイルレス歯車(潤滑油，グリース不要）

■クリーンで環境にやさしい 

■シンプル構造で故障レス 

■安全装置付き(セルフロック＆過負荷防止） 

■コンパクトで低コスト(同型機当社比40％ダウン）

■ダム・堰施設技術基準（案）対応 

■そのままで綱門柱に取り付けOK（スタンドタイプも可）

小型ラック式開閉機仕様一覧表 

型 式 Ｍ- 01

開 閉 能力 10kN（1.0tonf）

ピン歯車PCD 80㎜

減 速 比 1／25.55

効 率 0.812

開 閉 速度 29.5㎝／min（30回操作）

手 動 力 100N以下

ハンドル半径 20.0㎝

設 計 基準
ダム・堰施設技術基準（案） 

および水門鉄管技術基準水門扉編

過トルク設定 手動力200N

使 用 用途 水路の取水ゲート用など

機 能
セルフロック、押付け機能有り 

自重降下機能無し

基 準 塗装 69-50Ｔ(青色）
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開閉機外形寸法図
                     （概算重量75kg、塗装面積0.53ｍ 2） 

関連部品外形寸法図

ラック棒及びラック棒継手、吊ピンに関しては、CP10S用と同じです。 

     スタンド（概算重量 28kg、塗装面積 0.58ｍ 2）：オプション品  
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１６．各種データについて 

ＣＡＤデータや設計計算書は弊社ホームページからダウンロードして頂くこと
ができます。 

下記ＵＲＬより、アクセスしてご利用ください。 

http://www.hokoku-kogyo.co.jp/


















